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沿さえ，それちの接能，主主術的興l識をz よりよ くまとめうるプロジ ιクトをと
りあげて，確実に基礎技術の習得ができる!ように立案されるべをである。乙 ζ
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2 同じく手O'~帯一輔の 1 r石油ぬ働融』買は2r.f:- tー バイタ， ， 1.1111;孟.，~耳目んで掌習させて
いる . 





⑤ 1・6 男女共苧で同教射巳よる&きは 毒事!l:の月』月t乙拠lI[【晶の置は 牢.l
現鎗苧'fおよび期間11'，1・7 男子町み 実植の&曹は 等生の月~月に現地:畠の置は 牢量】
つですかく三学期舟は-'fl・8 ，)1<"，:字τ同韓併によるときの;1)干コースは等生の月~ 月に災地:岨の.~世は 岨〕
定) 1 ・9 副女械芋で向車材によると曹の女イー2ースは年症の 月~月に拠量:阻の組理置は男子主問 岨3
〈伝.ldBtの量は) 1・10 ~Jý:ilC宰.で異畠併によるaの時子ョースは年生の月~丹に世施;甑の踊壇散は 組】
@ -III-野2話再 時間 |・盤情修理。勢l接指暗にが3 時間




:戸主以叫宗お:ば士合詑:ご;1防4守官廿?悲対ttt可なな:と~いl川巾判仲帆1121'1'戸凶 州州州川21山桝 州1，川 川3引叩削|門川.1い，州 |帥ド什~円TF刊昨!ドG




@ F高ロド )1 r並瑞皆坦Jの詑部内事よ毛"Jl!l!鮎吋弘新前9院中学:聖母毘:f:;&1rr.þ字担眠寮・ 2在医科掴噂の芋V'~J 節
機械の量密陣担。 擦の 一銭丹『自怯~" 1とよ号てや，てし、島
技梅内詳はどの轄 指導
14 r中宇捜1盟理・草催符指講の子びきJ師二1耳の f宿泊量動麓J rそータメイクJ r耕転機』によヲて串
内容 噌ている
度まで'rd，噂してい との 同事びきを4修司普巳して.学校。拠哨にそくして.それは上白内容t・2日えてや。ている
ますか 随時 16 字紙独自の立掛で内告を編成して~.ている
指噂の単 位 項目 出施可否 指当:; 1tl位項目 後纏可否
指部 J I軒減。磁軍1胃迫要耳5 7 組 立
内容
2 工具の臨官iと怯胤法 8 調節. 注油項目
を開 3 不良箇所の点検方法 9 
示し
4 骨 '晶 10 て下
さい ， s¥I品の洗浄4 古びの詳し，j 1 
6 樟E量点位<f"A.lt 12 
〈注) 1 社会的経i育的知鎌D指記事、羽目はのぞきます
2 町制してある掴碍単位については型錯したとI';~. 面白掛合はXをつけ 8以Tに!l!t<.音質F技でJ首謀Lている
按{有血よU持術的知放の指導1¥位.項目を士郎炉ρて下さい
@ 担習I17 立の自技術..は腫討の傘ヱ躍について強施している
1 骨解 .16 分解目組立.部品の沈静の生工程についての尖世が出尭ないので。一部骨・〈 〉について
部位 担躍しれ回る
2 部品の洗均
3 組立 19 奇人 倒々1~晶ず 1 回以ム3担割させている
以上の安佐柿沼は 賞
2c グル m プ別に告人が什担陥;'lLて実習させている
21 !j'，~ープ制}乙異教材をとりあっかい， 告人骨控協力して実習させる




























- 宅手提ち綾脊計留の喫情か"些麹飾聞の晴枝柑塙ぢ隆敏明。，z.1I人位 ・人現在 人不E 人・現在霊園修理問軍鑑当徹底匝瞳Zζ滋叫人A
I，u，瞳 2 l~t 専It以外の宮町 2耳思!tの象揖
l人 ¥ はじめて 』 令 指 iIl ' ，~.，' I i代目"j踏み 2-'隼 岬以上 3~tl~ 作地!
|制百 I I 
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第1の1表 見女共通必修の学校続模別 ・群別・ 学習時閣議女表
閣 群別・学習時間数 % iえ告部の省三位議王宮| t I 2 : 3 5 1 6 I 計 l時時)間に(17対E l する%
3 1 43 25.41 29 17.21 37 2/.91 33 19.51 27 fふ01169 100: 96. b 
6 137 27.8130 22.6122 16.5125 18.81 19 14.31133 /00: 76。
9 164 29.0143 19.5142 /9./123 IO.j148 2/.91220 100 125.7 
12 1 24 /3.71 33 18.91 42 24.01 51 2中./125 /4.3175 100 100 
18 1 32 16.51 44 22.71 48 24.71 36 18.61 34 /7.5194 100 1/0.9 
24 I 17/5.71 22 19.6I22 /9.612320.628 2.501112 100 bJ.O 
合計引7(2/叩 1ω万13(21川 仰の:181く18…
注 %，は学校規模別に各若草7JUの間分時間の割合を示す ( 1校当り平均時間数〉


















































































































































































(1 ) 第 1群について














示されているように2 都市1'L:lなげる女子， 第 2群の全学習時閣の平均
が， 30時間程度では妻子ましい傾向とはいえたν、。
(3) 第3群について
































I 2 ~ 5 6 
(守学事正) (12噌j'，;') (18学級.) .( 24サ紋)
第lの2図にみるように， 18学蔽， 24学級規模の都市の学校では，基準にそっ
た時間配当の割合いをもって，指導計画が立てられているといえよう。



















7ま 第2群 ・項目別・配当時間の平均時数 す文配く3部5る当時省94〉時恭に準対聞製図 |機械電 気|木工|金工初他| 言十
3 1 6 9 2 29 82.9 
6 12 9 7 2 31 88.6 
9 16 14 9 2 42 f21).O 
12 12 9 9 3 33 91f..3 
18 13 I1 1 14 6 44 /25.7 
24 8 3 1 10 22 62.9 1 
~--1 言十 12 9 I 10 2 34 (97.1) 
仁里担〉
第1の3図 ( 1校当平均時数〉
製図 4鈍 オ~， 需E 丸
20 
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91 :>1./1 3/.61 21.51 5./1 G1 1/.7 42 
12 369/2O4a 452 q o 
33 
8 1 D. /1 25./ 32. ~ /2.8i 0.' 0. 44 




は26.1.%とたり，重点の沿き方は， 1製図， 2電機， 3.機械という)1頂を示
してv、る。



















和26生存改訂版〉によると，各学年 rl05~凶OJ 時間である。 したがって 3年間
では， r315~420J 時聞にたる。 ζのうち共通に学習すべき時間は，第4群自己
除いた各群を3 それぞれ r35J梓間学習するので合計 r175J時間と法る。






|←---，c- B . →|←ー-A一一十一一c一一→|
140 245凶 105 ~ 140 140 245 






群別配当割合， さらに第2群の項目別学習時間のとり方君主~'を l ζれどでの項
で種k検討をしてきた。







第 1 の 5喪~ ~ 
限ぞ 草子向コースの常習時間f 2 3 5 I 6 計
3 1/3 74 62 1<1 27 JI6 
6 1J6 85 52 28 74 alli 
q 157 q5 80 J! 48 42O 
'F 55 Q4 14 54 28 ]15 ，. 5イ 110 ，1 1/8 3! 33 3曲
74 主主 1/0 117 沼 10 ]1> 













f 空 3 5 6 計
48 34 48 /QO 30 350 
48 ，6 35 168 28 ，15 
61 45 >6 108 50 420 
75 ヨ8 dヴ /7] 百 ヲ15ョ。 47 44 705 1Q' '150 
78 30 35 3明 31 315 









製図 |機械|電 気|木工i金工|その仇 | 言十
3 16 21 13 12 3 9 74 
6 16 31 15 13 5 5 85 
9 23 33 1 12 3 13 95 ， 
12 24 24 I1 18 5 12 94 
18 24 28 22 5 1 110 
24 22 28 14 15 う 110 
計く平i如 21 18 15 6 9 95 
く1j受当平均時間〉
第1の8表 [女子向き第2耕項目別学習時間〕
JT!? 女子向~第 2 群 項目別学習時間製図機械|電気|木工|金工 |その他| 計
3 12 8 1 。 2 34 
6 13 1I 9 2 。 36 
9 15 1ラ 1 2 。 2 45 
12 12 12 
121ιw， 2 。18 13 1 3 。 。 42 
24 14 う 10 。 。 30 



































l17.1 1/5.7 14.11/Zq 1 
|釦1.ιf仰J
| f江7.l 1/8g 1 話叫‘|レ12.九6 
l25.7 河 7 l3.qIIO.7 





































員事 別主幹 別学 男子のみ k 二F副官l男女共学 言十問教材 夫教材 実施実施令ず
3 8 4 仏)
。24 
(、守~3.3) (29. /)1 (16.7) (1<:'.7) (0) (10) 
6 3 10 
15 (1) 。 。19 
(/5.8) (52.6) (2ら.3) (5.3) (0) (0) (100) 
9 5 
。 。 。 。 7 
(14.3) (7/.4) (f/J..3) (0) (0) (0) (10) 
12 2 
。 。 。 5 
(20.0) (40.0) (20.0) (0) (0) (20.0) (10) 
18 ラ 2 
。 。 。 。 。 5 
(60.0) (40.0) (0) (0) (0) (0) (10) 
21 3 
。 。 。 。
一一旦i
。 3 
(10) (0) (0) 一一」虫一 (0) (10) 計 19 26 1 5 (め 63 (30.2) (41.2) • (17. 5) (7.9) (U，) (1. (，) (10) 





















































3. r機械製図」 の 「ボルト・ ナット」等の単元といっしょにし組立て，その前段階
として製図の基礎を学習させてい否。
4. その他の方法亡単元を組立てて，学習させていあ






























































































































































平均 最高 最低 高~低の差l
} という数が山ている。
15時 34時 4時 30時 !
第2の6表 配当時間数 指導技術の内容や，方法，教師
時\間\正ト実数こ。~11O 号未さ 計 % 
施
4 以下 2 (3.2) 
5 - 9 。 3 3 (4.8) 
10 - 15 131 9 40 . (6，3. 5) 
16 - 20 8 3 1 (/7.5) 
21 - 25 2 3 (4.8) 
26 - 30 
31 以上 (1.5) 
一未実施その他 3 3 (4.8) 
計 43 17 ， 3 63 




































製図の謀 l県中築指 12 長て「会製い縦図る。の「・基中礎学校」級の指業都・妻内家容庭科と指そ導の友の銀手いは， 新潟県中学校ぴ~J によってやっ
礎技術の 導の手び
きとの関 13 rl1母情校に職そ業く・家庭科指迫の手び内容き」をを参考にして，争校
内容はど 係 の突 して，それ以上の 加えてやっている。
の程度ま 14 考吋変独自の立場で内容を編成しでいる。
で指導し 指導 指導単闘員をかく陣織可否 指導単位項目割、<1実施可否




2. ~使健闘用、決用具の名称と l | 7.寸法線をかく














12い3 14 I刈 計1~!~I~í~'I~;::19 1 101開
3 4 15 4 15 
6 10 2 13 2 13
9 う B 6 
12 2 3 3 
18 ， I 3 2 5 1 22 ち
24 2 3 3 
ト
官十 31 10 4 (s q) 45 11一|刊% (t，8.9) (2.2) (100) 
ドヰ\4121li!14 1Z4 叶~卜 4/イ6[7 [ 8'9 r件霊
里¥吉ぞ田協トー 一一の鵬|欄内聞司団施一切|酪12 1 13'i 14I不明I/il属国計1 1 2 13，4' 51 6 1 7 1 8 I 9 I 10撒
雪E23E合引laSE2lLL-二二三-_145 1 1I 1一|一11 12 12 ; 418 め
EI.…仰 21-ー1 1-11 I一一'ー1I 2 12 11 1 5寸 I女子コース /8.2 一 一 | 
22鉱爽 二一二二二二:_I-1-1-: -[ -1 -1-I 1 1-I 1 
その他 ー i ト2"1-=-lー






































































JE 不明15 16 17 18lr E十 調印 16 17118 不その明他I計
3 4 10 15 3 2 4 
6 10 13 6 2 2 5 
9 4 B 9 
12 2 3 12 
18 3 5 18 
24 3 I 24 
2{8624168 ?} 
言十 10 3 1 45 
% (22.2 iJ.7(2.2) (100) 
2十 5 4 2 1 
% (45.5) (3".4) (18.2)1 (100) 
第2の13表 指導計画別にみた実態(全体集計〉
I!J瑚 15 I 16 I 17 I 18 I不明その4計
開仁1L|与に宇二if二
来実施校 | 卜 卜 12 1 2 
一一一一一一一ーし一一一一一目一一一一一l←一一一一一←一一一一←一一一一一一
計 17 135 1 3 1 3 1 5 163 
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体31 袋閃の駄練習 !まとめの伺| 筏 l河;fJ単兵 !雪際早三
錦!内作と石高福重!zh谷一;長可丁、!崎J その位|詰!芸富島高
i線，円 I i ，ライメ~ i 1: 60' 60 50' 1 l' φ 21C 
じ位 |li24mi61ll(27f口 4h !?l lb 
l状ざし 1 I 2， 5 I 1セ γ、 21 12: 15 
|無 1 tI 3;， 50‘19 I 1<コγ?丸ぞI12， 16， 12わ1 .， -'1 -_. ， -，セ"0 1 .-: 
w i liJイイ I~:防長;ijillつふ
く用具合計) 1_ !176: ' 82~ I OO: !わ?(足口)11Ji ; 
1 1 1 1コYハス IlUI 1 1 ! I 1 'I I Iセ γ ト 41 : I 
I d 501 201 0， ; dL1:n:側面人也ち1121 河 13 
ぺ1444!iiiiLJU1F




















































3 24 24 3 18 6 24 
6 18 19 6 16 3 19 
9 6 7 9 5 2 7 
12 4 5 12 4 5 
18 5 5 18 5 5 
tI'-24 24 3 一一
言十 1 160 1 2 163 







長二¥塾1 2 3 5 6 1tT.:教科 |該学校数当
3 5 2 2 10 
. 6 3 3 3 
9 
12 
18 3 5 3 
24 2 2 園、 5 3 
一一一一→ームーーー 一 一
言十































































































































































































3 2 2 24 
6 ，13 ¥.2 2 19 
9 6 7 
12 R 5 
18 5 5 
24 3 3 
一 一 一
言十 >41 7 3 5 3 3 63 




























































、』指』等計 ，国守 別学|別学 別学 問叫4 県 | 浮;'-JljJj~U. 5要事|65i!?185教9F10倫|件附計妥協
除 ¥学三_ J三ヱ|盟主」主主」皇室一一 JI ーー 一一一 i出主題\ぞ1~23i~l '12 31' 213 1[213' I 12hl 2131~ -， I 2 I 3 I~; ~ I~ ; 
lllll11ll( 

















ラ 915 (9.5) 
38 (l>O.3) 









最低 4時間， 高一低の主 31
時間となる。31 以の上他!|4 
来実施そ ー 5 (7.9) 
言十





























機械の整備 県の重の型案指関 張関の J tfl;-~~ r向転車』によってやっている。
修理の技術
14. r中学ー校タ市メ足イ業・家庭科「緋指ろ導んの機手」びき」第二集の「石油発動機」
内容tt_tの 「モ タ」 によってやっている。




導項指位守を導番単〉朗河 2機械加醐開努 ( 
7組立
2.J二具の種類と使用法 8.調節 .'t主納
3不良箇所吋法 l 9. 一
10. 一示し 4.分解 -ブ;1
竺ロ;認さびの落し












3 I 4 Iー 1_ 1_ 1_ ー 1_ 1_ I ~ 1_ 
liJiτ1-9-同 lγ1-11-31長12 1 71 8 120'19 12 161 8 159





















































問 18ftー ーもし，金工不平白の実習がなされていないとしたら， どの程度実習されてい
るのか，例えば「日松市」教材なら1 r~タル部」とか rハシドノレ部」 につい
てのみ分解，部品洗胤組立ての実習をしているといった，指導内華字め程度，範
囲を調べるためのものである。










笑 習 の 方 法
17. j 18 )不明 19) 20 )21 1221 23 1 24 1 25 1不明 計
3 2 3 8 
6 『 I • 9 
12 
- K4) 
18 2 2 1- 3 
2ヰ 一一
計 7 3 3 6 I 1 3 13 0引| % 幻.8 23./ 23./ (4(，. /)1(7. 7) (23./) (7. (/ 
- 47 -
第2の13表 ow学・同教材の場合〉
|記 17 1 ~ I 1<1'.1 !9 I " ペ24I山，1 ~t I 













第2の15表 学校減税一別 . ~習の実施状況と技術指導の方ー法〈全体集;m
- 48-
第2の16表 指導計画別にみた指導方法の実態
取笑習部位 笑 習の刀法 実施 l未有五 21 I 22 I 23 I 21 I 25 I右手13言十
男女共学 713 311- 6 2 3 13 
E一Jl別警語二盤三乳家主学L 仁
一 一一 一 ト一一一一一
7 3 41- 3 3 1 
ト一一一一 トー一一ー ー
6 10 3 5 1- 7 6 ー 19 
一男子のみ 4 日 7 4 8 16 
そのイ也 3 4 
一 一一
合計 24 19 16 18 1 1 1 16 20 2 3 63 






























































































機械分解問兵 その他 学習 l
スパナー|諜し|十 字|フライ|ヘァ官級i備 考 時間しレンチャー まわし | 
-1 -) -)一|一~ 、 l
2 I 1 1 1 1 -1 1 1 1 :0 
2 1 1 1 -1 1 1 -I 1 :0 
01 -1 -1 -1 -121 115 . 
2 一 一 ーー 1
21 -1 - -1 ，-1 l' 
01 -1 -1 -1 -12 ・ ι
01 -一 一 一 11 IX 
ー ー 一 ー l ナタトまわし
01 -1 -1 -1 -13 。 ‘ー 12 。 2 XI 13，16 
10 
= I :.， 1: 21201 1 。
~ 11/ 
1 I 1 チエヅ 51
- 51ー
ヰで教材傾別 指議事法別 機械分解用具 ・その 他極類!襲 ナ叫 -'é~;:!( ~ど
2 1 1 1 -1 -1 4 
. 
一 -1 5 
01 -1 -1 -1 9 
01 -1 -1 -1 5 
~ . (23) 4 2 。
6 。 2 。 。
。。 「 7 。 ー 。
4 叫 1[ r 
蹴 具 111
1 叫 1 。
夏動議 [1[1 叫 1 3 
(計) [18[ 69 
一一 a 
711. (刈 1自転車 5 
4 
3. (23) 4 5 
2 3 
9 。 3 
5 




l・ (20)2 3 3 
2 2 3 10 
2. (24)ド| 。
12 ~ 
ミジゾ [1[1. (24)[1[ ー 。
市) J 51 || 14 
- 52ー
機械分解用具・ その他 学習
スパナ【|玉押 |十字 |フライ|へ y 卜j室内まわし νyチャー まわし 備 考 時間
2 l ポYチ 35 10 
l 工具 !組 14 
司 14 
4 ザ l 技術指器不百I能に近いの X 14 。 l で(知議中心)に指導 × 10 
12 
12 。 11 (知識中心) 15 
‘ 。 l 三輪車 l 25 
。 『 7 
. 8 。 2 Xll0，13 
-1 1皐 IバY!7修tl心理) ずムノリ n 33 ( プラシ
ーI1 I ~員 意義議'僻機，j I 35 
ー111 (知識中心) I 1 28 
1 1181 11/ 
一~ I I ld 
ー11 J I I J → 
3 
l 分解用具 2粗
2 l ニ γプルνyチ。 1 I (知識中心) 10 
。 h 計画のみ 1 13 




分解用具 係且 12 





1 I 5[ 
11/ 
一回一
ヰ句読11機械i 刀法別 自転市 1発石動機油Iモ{タ-1メそ{イタク-1メド{ライ
自転車 5 。
18 
2. (お)1I f 
10 
(計) [5[ [ 1 21 
自転lfi|3l. (20)' I1 20 
2 叫 I1 。
24 
3 叫 I[ 。
汁 131 IJ 20 
















• A校においては，自転車4台p 石油発動機，自動耕うん機各 l台p モータ-2
-54-
一:?一?一¥F一ぺ勺記一〔一Zi17¥1「ケ|住「言一で?;~ 1 = 1 | 在νシ
|;|:|:|:|:i| 
? ? ? ? ? ?
d 
E 
51 10 I 10 I 101 1|ポy
-1-1 -1 -1 I! 
-1 -1 -j -j 1家庭からもって〈る

















③ 9学毅規模の学校は.0印該当佼はなく p 他は全部知識中心の指導によ
っている。すたわち実技指導は無に近い状態にある。
-5ー
@ 12学殺規模の学校では， 21交にO印をつげてはみたが， どちらの学校
も，向転車の台数不足をうっかえてν唱。






























第2の18表 機械，専用教室 第2の19表 準備室
や有|無 不明 言十 や;右|無
3 23 24 3 22 24 
6 18 19 6 17 19 
9 7 7 9 7 7 
12 4 5 12 11 4 5 
18 




% (/. (，) (/00) 
18 ラ 5 
24 3 
一 一
計 B 56 1 163 







や j1 ヒI6 1雌「朗|l| その他 計 I学校数




18 .- 2 4 3 
24 
一 一
計 4 3 4 白2 2 15 13 




学二よ?| いいI6 I伽 lzA計
3 4 2 『 7 7 
6 8 2 11 11 
9 5 8 6 
12 2 4 4 
18 2 2 
24 ー ー
計 19 6 2 ー 3 30 30 
% (63.3) (20.0) ([，.7) (10.0) (/00) 
第2の22表 (男女別学，女子コ{ス〉
先主!??|I 2 1 3 : 5 I 6 I酬1 ~<l>~ 1 計 i 該学校当数
3 4 7 7 
6 4 6 1 I1 
9 2 3 8 6 
12 3 4 4 
18 2 2 
24 
一
E十 7 3 17 3 30 30 
% (23.3) (10.0) ( 51，.7) (/0.0) (/00) 
第2の23表 (男子のみ笑施の場合〉
ド認可 _12 13 I 5 6 I雌手同盟l 計 |誌|
3 5 2 ー 8 8 




24 4 一 4 2 
卜一一一 一一一一一卜一一一一一

































































































3. 中学校職業・家庭科指導の手ぴき 第二集「ラジオ受信機の組立てJ 文 「モー
タ」をとりあげて学習させている。








計 I 48 I 2 ' 2 I -I 4 



































語男問女教共材学 実男子の施み 男女教別材学男 男子府教女コ別材ー空スt宇c 市7i男異下女教コ別材ー女学ス子同コ スー笑 Ir 2T31 12-)3 # 1 12 3 
施
3 31 4;' 3 -1 3 31 1 1 2 21 2 
6 21 -1一 21 --1 4 4' 1 4 41 1 1 3 -1 3 
空宇 9 2 21 -
12 I1 I121 -1 2 
年
-18 -1 3 一一 l-1 24 一一}ー - 2 







実 3 1 l[71 21 1 1， -31 41 -1 3131 1  21d I[d 31 -1 2 一1711112131| 131I i 2131件
施 6 1 -'-1 21-1 1 1 1 3151 1司 5121 21 -1 21 -121 2 
9 1 -1 -1 1 -1 -1 -1I1 21 I1 tI21 tI d 1一回 I11 
期 18 2 1一 一 一ーー l一一
;i it i元|う討すI~ i ~I-;I :二 iJ→
-指導計画別を第4の l図でみると，未実施較は3，6"学級規模で各2授の計












ないで指導してν、る学授とν、う ζ とに怒るがJ とれら心学校でほどの程度
の指導が、なされるのか注目したけれぽたらたい。
実施時期の4色体的傾向はs




























































指導の 職業 の によってやっている
手び~ 15 手が，ぴ学g-校ではの実「情庭内配線りJ r電の教燈材切線の器内具年宇J r部電熱分訴ナ兵入」をとりあげてL、
との関 る によ ，こ のー れかえて実施している
係につ
いて 16 手びきを参考にして学校の実情にそくして2 それ以上の内容を加えてや勺ている
I 17 学校独自の立駒内容す編成してやっ山
繕4項{を白霊問目 闘の単回目をかく ド剛司 闘の単師自をかく |臨時|
l 線陣内記配号線図のよみ方配 Iパυ 安全器その仰ヒューズ
の付けかえ
一 絶安縁全守唱線流の箆類用途'1 . 17 コードとコー ドの接続
万立し
て下 3. i(/.体，絶縁体， I長電 8 ナスターの使い方さL、
- 66ー
4. 材配線料6~J主， 工兵， 補修 9. 注故意障，の故君主慌媛3の修発理見上の
tコ託会【i保ド共， ~記線苦け器接具と
5 の取引っ 統 10.屯葬者E器具の分解修理
1. 社会的経済的知織の指導項目はのぞきます
(住) 2. 印刷して指あ1こ1導ると2下指単稿に位更，単項に位各を目学Eを侵柊全犯部でし指たか導いとさ?にはOる按否術のとびき技は




(2) コードとコードの接続 (3) ヒュー ズの付けかえ











23 上記突22がの場で合きと問機ちにしているが， さらにそをグノレF プはこっ以ヒの異教
材の習 るよにしている













①学校の笑情から，教材内容の ・部分を入れかえ~施している学校 10% 
③ 子びきを参考にして，それ以上の吠j容を加えて実施している学校 5% 
①学校独自の立場で内符合編成している乍校 5% 
第4の6表 包指導計画慌之片品)の場合
|¥J雲騒翰詰誌l 県則'1ド峨E哨輔滋駒の子刊びきれとの哨関係叶| 指桝導騨単聞日配と糊山、な恥Lい吟、φ学校鰍数 !同該埼き
議込日」王[戸;F引ZI1げ7イイ不刊州ぱ〈斗明ザI峡ザ摂ダ1計叶I; ↓同一寸可乃2[31汁巾141い門勺 5~J61 7 1 8 I 91何司当装
; ;U:』 :ji 弓「:i j j :上I=1 :1 jじ什=己jυ1~I 配Jf!下:
j2じUι-一j1j1lkl[〔;二j
9o (ω64. 2)!U 1.9): (2.4)1 4.8) (/6. '1) (10ω/4.311.94.84-.8:2.412.4 4.8'21.4 8.514.3 
(や〉 別学長教材〈男子ヨースおよび女子コース〉…12校，男子のみ実施・5校
の集計百花1~~ナ。
第4の7表 ② 指導言|箇~'Jにみた実態 (全体~JIコ
べ~ ~!ftl t¥l，中耕閉じれの関係l掛町項目減庭山、ない学鰍 |時
一一一 =ー・一一ー一 一
杭
ナ子理附1U"，J1と三161!722L計 11， 2 I3141516，71川8υr9 10空竺F
l直;孟2獄誇祝t幻妙2r劇F恥| 幻271川:>1 1い川21 7Î川~21じJ己LJ 一4十刺21 ~心Lレ..1_土仁41 七2
直主そ(υ」ヨ72司tl














調査察の2では， (1)電気器具，配線器具(:コードの取りつけ接続， (引 コ





r~_ 突習わ部位 1 笑習の方法
ト旨礎知到Bト~I l8 119除担|計I120 1 21 1 21 23I 24125 261弘義
l男女共毛別件同1.，1 ，，1 d 川，，1，71 QI ，! "，1 "I_[ i!" 
|者同 |μ| 叶 勺 "1 /1 "1 /1 '1 ，vl ''1 1 山
「舷頁薮夜ず1-41-~-41つヨーでi-ll-てiつつーで1 10 
コース i i I . -1 I -: I 1 "1 
男子のみ実務 | 一| 訓 1 4;.-1 川 、|寸 21 l' -1 3 
その他 |一l 叶 う| 寸寸寸ー|斗 -1 -1 
「一五一-j291 191. 15 63 51 211 31 1  161 17 1 55 












矧のみ法 I20 I 21 I 2 1 23 1 24 1 25 I略 報数
回答数 1 1 I 21 -1 -I 31 61 10 
一 回 一




@ 各人個々 に必ず一回以上実習させていあ。……・……・…...…・…..…… 6.1%
@ グループ別に異教材を3 各人分担協力して実習させている。…....・H ・.5.4% 
ζ 乙で，校術持導のねらいからν、って， Eのよう次指導形態が銀全しいか
は，とりあげる教材内容や施設 ・設備の状態によって異なるので，画一的に規
































治- 2 I 0 
















例安全総の上段品 (;)(3) はそれぞれ琳蹴Oの学校時， I個の学際
6抵 2伺の怜3杭示している。下段品ゐゐ訪は，最低必要
と認めた数最で. 0 (必要なし〉と認めた学校4校， 21屈が3被， 5例2
1受， 101[悶3佼といったことになる。以下同級である。
一71ー
;羽¥名¥嫡-._-._別 3 ~詳級 6 9 12 18' 
o 1 2 3 。 2 。 2 012 
~l) (め (6) (4) (5) (5) (2) (3) 
電気アイロシ
5 10 0 附5 10 ち 6 10 1 5810 5 10 5 15 
(3) (6) (2) (2) (8) (2) (2) (2) (2) (2) (2; I 。
(6) (2 3)
0 1(2心5 (03)(31) 2 012 (0の1 2 1 3 5 (8) (5) (ω (3) 
安 全 者再
o 2 5 10 4 5 10 356(130 ) 268 5 10 510 
(4) (3) (2) (め (幻 (s) (5) (2) 
013 う 012ラ o1同2ト02301g101 (M30 O(副 (6)(2)伐) (7)似 (3) I (4) (2) (3) 句)
ロ{ゼ γ ト
(O4) l G(82) lO 0451035610081061012 
(3) (2) (3) (的(2;(め包) (3) I (2)
o 1 4 5 0 1 221 但0)(42)3 024 (02) 15 312 (7)い)(2) (5) (9) (2) (2) (3) 
キ-')ケット
白2) 
ラ 10(02) 5101ラ 3ラ610 0 5 10 (120 ) 15 10 (2) (マ)I (2)(6) (4) (3) (2) (幼
o I 2 5 025 7 o 2 3 4 o 1 2 015 1020 
(6) (3) (3) (5) (マ)(4) (2) (2)ー (2) ω) (2) 
さし込みプラグ
(o 3) う 10 045(1 60) 3 5 610 058 6 10 12 10 (4) (7) (2) (2) (5) (3) (2) (2) 
(0 3)帥1(23) 4 (02) 128|。{的 2 2 316 ~l) (1) ， (2) (4) (3) (2) 
テスター
o 1 256 I (~) 1 2 8 ， (2) 10 516 (4) (4) (3) (4) 2 (3) (4) (6) (2) 2(3) (2) 
0(31) 2510 拘0)(2S) 帥ラ20 1 l 0 1 4争u5) し判ドヲイノミー (4) (3) (4) (5) (2) (2) 包)
o 5 10 15 5 10 20 30 1 2 3 10 5 8 10 10 12' 10 
(的(4.)俗)(2) (2) (9) (2) I (5) (2) . (2) ， (2) 
o 1 235 o 1 2 3 o 1 2 4 0 1(2) 26 o 1 310' 5 10 
ペュ/チニツノミ{
(4) (4) (5) (3) (2) (4) (5) (3)お (同(3)
o 5 10 15 日 103040 368(1 40) 281026110 12 5lO (的 (3)(7) (4) (7) (幼
o 1 245 0 1(2) 3 016 {0 8)
。
ラジオ受信機
{6)(的(2) 何)(5) (2) (4) (2).1 (2) (2江
0125102 里 12 3 5 103)12)|6 101211 15 
(8) (5) (3) (2) I (5) (4) (4) 
I ，0， ，! ，? ，~， ，~， I ，0 ，!，2 ，~， I ，Q ，~， }_9 1 2 4 7 I 2 3 10 I 3 5 
ハ γ ダプテ (4) (9) (2) (2) (2) I (4)(3) (4) (2) I (2) (2) (2) (2) I (2)・
















































3 と 6 接ュ続ー，ズのヒ41 ち ドライバー2，，、y〆ゴテ3
一 つけかえ
県案によ 知d(υ教議邸指笑導演FI)1 
安全~~1 iサシコ ξ プラ〆2
33 10 る 1-→10 (1)但)朗 テスター 1， ドライパー 2
教入の材一れ部内か容分え 安全器，ローゼ γ下3，キ{ソヶ
35 12 1-ー+10全部実施代実表験実に習よる ツト3，サシ込み7・7グ3，テス
て 3， 9除〈 }'-2， l-"ライパー 5，ハγ〆ゴテ5
一一
29 1弓 県案によ l←ー -+10全部実;施腕1代実験表実に習 家箆より持参して使用る
星学3 
N~:I時間案によ I 1→ 9 Ig帥)的? ープ判野手2，テスタ-1， fライメ
21 81る l' .， 1を実施 伊担 :プテ l
ト-1一一ト一一一 |一一一一 」一一一一一一一一一
| 教締の実帥識指導中|安全器3，ロ【ゼツト3，テスF
15|8|? によ11→ 10日JZ襲五抗出品、1-8，サシ込みプラグ5J ドライ
パr-7， .，1、γ〆ゴテ2
マ 電気アイロ円 安全器，ローゼッ
⑬ 110 I~~によ 1 1 ー10 陸部実施仰いプ別l よ参与訂以μll2;?汗




l一-+10 出八 回1 1T'\11.3 J，~~èl I安全器，ローゼシ ト，キF ソケッ
教材内容|のほか電札 制グループzul~芳シ込み7・ ラ グ符2 ， テスタ
14 Iの一部ス;アイロγ53岸部実施|分担 1{l， ドフイパー20， ハ〆〆 プ










1一一-+7 のつけか 各 1，キ【ソケット，ザジ込みプ
1 
突験爽習 '7 ð~， へ y テニッバー各 2 ， fラ
イハ-5
知識指導中 ドライバ-5 ラズォ受信機6
l一一→7 (1)(2) (3) 'L' 
サシ込みプラ〉，テスター ペ「シ
(教師実演) ナニッパー ， -'、Y!/プテ各 l 他ナシ
2年生で実地している学校
3 学級
障害関!I~と日明 pz l 努勺 | 設 備
l 咽 ι ，~ ，開l'安全器，キー Yケγ ト，ベンチニ
宮lTFによ 1 ~101全部実施院長習割議f長fZ5Z'J7特
"，_'O' Iイパー各10，
IH=rt#'~ ，+ I ，ー ハ 1 1個々笑習と|安全器1 "-Yチニッパー各10，ロ
@ 11慨によいー10kiX2)削除による1232シ七35Yよ，y怜
世 8を除く | 陣験 |安Lチ:， r J つハー官 ;.J， "":/ 
125 . 151堅 E玉!日聖子空局時ナシ
I I 1，・ 1ー ザ削l'安全器2，ローゼット，サシ込み
23 I 18併によハー10帥蜘議に淵プヲグs ベ汁ニヅー的，ド
l‘ 山 1.:c.1H~""""岨長議院 l zfブ~ 5， ~、シグプテ 4 ，テス
6 学級
No. 時間日る思案によ
1-→10 グノレ{プ別 電気アイロ Y 1. ドライバー6， I 





グノレー プ別 ラグ各4，キーソケァト 8，ドラ8を除〈 長教材実習
イパー，ベYチニッパー各 l
伊によ 個J々 に l回
電ト気各アイロ円安令器， ローゼγI
@ 10 1-→10 全部突施 5，キ戸Yケシト， ドライパ |与l上突習 一，ハν!J.+プテ各12. プラグ7.




戸 I I 陣斗中i心 !他ナシ
険材内容樹II ~"， I 開;識殻指導中刷|テスタ-1， 電苦気記アイロγ2， l' 
6“1 ¥ロ2防ニ一崩刻 l一→iωokl附(は附1捌胸(ωs司側:)(湖(同め応 |ライパ-， ペ yチニツパ




グループ別チ各 10 テス jl-16， ~、ν ダゴNo.時間県築によ lー→10仕X3)(4)(司分必協力しテ害 電気アイロγ，ラジオ受信
@ 1 る て機各'15， 
安全法5 キーリケット 12，テス
「一一」ーー
].1-3 サシ込みプラグ20，ドラ敵同対一部内容入 グノトプ別イメ;:_'10，ベνチエッパー 5，ョ69 ' 15 















































第4の10表 男女別学女子 コ ース


























，?， ， ， ?
f|;|; 
以上の男女共学，別学男女コース指導の71名の教師を専攻群別にわけると，













































































学校は 1~年で実施し， しかもその 7 劉が本立
を製作しているζ とに主主る。
とれをさらに，学期別にみると， 11手で実



























8.切断 9.段ぞ穴あけ 10.組立 11.塗装
と止しらについては，第Fの l表のような回答告とえた。
第5の1表 指導計画別にみた実態 (全集計)
、指計導拘す別\寸\日到~\ 古語嬬内容と | 指導単冊目と実施してい恥母校数
12 I 13 I 14 1州 計1112 I 3 I 4 I 5I 6I 7I 8 I 9 11 0 1 1 !~故g
~男学女問共教材学，別 にヌ ー 1 
相場合 2 2 2 2 2 6 
別のt学z，=子異教材 1 1 
卜一一
2 コ{ス
の男場子合のみ突施 241 71 6 2 2 7 2 3 3 3 1 4 10 39. 
そのイ也ーーー
トー 一 ト一一一16 16 

























































INo H イY〆 ! のこぎり |
31"@'主義 151'をに l→ 1 銅剣各人個々に 10，曲尺5Jかんな12旨決習させるのみ 5，ま しびきのこ
r-- ト一一一ー り10
3 38 本立 15 IYよL案るに l一"'11全部突施 実各人習個さ々 にグライ糸Y(二のダ枚Fこ) l， 平かんなせるかんな 各ぎ5，鈎尺3
足ふみ り2
一一品五 拙匹 1-ー+10 各人個々にl1機F械かのこ機2，幽のこぎり 23 42 ィ、明 10 自で 4.8.9. ずりみ実習させる んな2， 尺5除〈 主食 装
6 1 14 本立 12l県事長に Iー →11木除ど全り部を実各習人個々 にグアイヅダー し のこ管ラりよる 4除く く させる 3，平かんな10，曲尺
一一
6 1 17 木立 10H共事震に I1 :全部爽抱 個々に平木強かんな各 げんのう巳 2 よる させる尺 10くFぬ 3
一一 っち『ーー 一ー一一ーーー ! 
12 ⑧ 本立 事角機?械の?の2みこ控機機}各lム平2hぎり 5 15牒に l→ I[全部門奏会?に 」尺12よる 9除く せる 具箱25
- 83-
議唾開~首長持母一同プ引 ?L
I I I I 機織かんな機，グライジダ
1 L川市叫 I~ ，州，，，.. 1 - ，機械のこ機，角のム機
18 I (②1木立 28I~'~'~l l ー→II1 会部!#ÜJi I品翁tf二立1 JÈ.ふみ糸のこぎり各 1 ，の1 I 'f~ "，'" 1 I~円c -，，_ 包|み，のこまり，平かんな各
一I_JーL~I--I一一1 I ._120 献 10
162 I杭 10I県小柄1→ 111警告は?脚部の|グライγ ダー 1，のこぎり
平_U- IV 1... ).る1 '~"ll正吋11-11 【 指市中心 i0，平かんな20，曲尺 l
1 1 I 機械かんな機2，のこま
LーI I I円イ了九lAL各
30 I @ I本叶 25l~r11き仕え年，~I 恋fZZ|主会想立ち↑寄あuよ議J 1 ~'~ ~ 
山由l努り匹、|師¥常山|穴再Cぜ包l 金づち120
1 I けずり



























































































































































24 :_ 11 1ー ド 12 1-卜二卜〉卜_1_:_ 11 1_1 Iと
計 17 1 3 8 - 28 2 1 I 7 6 6 6 12 122 :24 28 



















































I ~ Iち り と り114q !材料 用共手入れ都|けがきのみ
21ち り と り 21801 1 1 1 ~6 まで宿導
3 I i板金加工 l'6 !O (Iのよy-.回採合のみ指導 1 
3 4金鼠加工 13112'0， I 1-7まで按導 t 
金属為I T' 1120， 0， 1-6まで指蒋
生活用品の工夫 11刻o1 1 1.2. 3. 6. 
メケツの製作，修選 12141q 1 1.2.4.5.6 鋲どめ
ちりとり '3ltobI I 1 ~6 と 8 のみ
主 り 121121' 101 喫施なし
l Ido | 1 l~6まて寸時
118'0， I I企 上
6 12 I It 12180 c 1 -7まで指導
13十グくロート) 12.120 ' 1-6まで指滋
14 I 火おこ しI121，0 1-9まで指迫
I : I機械盟関I~II;IO 翻酬のみ鵠
161機械の取扱い 2卜 ~I~ I 01 ~-6 まで指導
1 171ち り と りI31O'q I I 1 ~ 6玉壱票率
9 18 板金正作 1119ρI I 設計，製図のみ
I 19 I電気ス タγ ド製作 :210' d 1-5と8指導接合なし
1201ちりとりの1製作 121210 1~6 まで指導
2121 金糾製作と金工 1 9 I !?' 1.2.4.5 と金あみ l 
22 はんだづけ ，仰511 10，1 1. 2. 4. 5. 6. 1 
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i|: 単 フじ 名 噌年需青草 指 i.fJ， 内
24lちりとりの作り方 イ1-9ま
18 25 簡単な金工品製作 設計p 製関のみ指穆
26 表本しっくり 1 ~9]:<三指潟
自 |27 ちりとりの捌1~1 :~iOI 























































































































































































「¥¥明則 l群 2群 i3群滞I6群|-j棚!計項目|ζ二三 I I 'Ul' I L:jf I I :> 'ln'  0rr !11B~ 1"tl ';'flIJ I 
捜図の基礎 41 9 26 4 う 102 
機械の整備修理 41 17 8 19 6 2 93 
句会くの保守修理 29 13 11 41 3 71 
木材加工 24 8 3 40 
金属加工 13 7 5 3 31 
計 1481 58， 411 621 51 18 337 






























ぽ， ζれらの難関は?とうてい突破℃、きるものではたν、。 ‘ 
最後に室経をなくに当って，計画の段階からいろいろと御教示をい
E学校教育課の堀江g 大井?藤井，広瀬，関谷，問中の各先生，t:r.ら
力員として御協力下さった新潟市立白新中学校丸山吉蔵先生，
田光雄先生に対し，また忙しい中を調査に御協力いただいた63佼の
し深甚の謝意を表する。
たた，との研究を担当し執筆したものは次のと長りである。
研究員 林 勇
研究員 莱賀貫次
-100ー
